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研究成果の概要（和文）：本研究では1型糖尿病患者と2型糖尿病患者において、歯周病指標との有意な関連が認
められ、１型糖尿病患者は非糖尿病患者と２型糖尿病患者の中間に位置することがわかった。また歯周病指標の
項目の中で特に深い歯周ポケットや深い歯周ポケットの部位率、動揺歯率は１型・２型糖尿病に罹患している患
者で有意な差が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Significant associations with periodontal indices were found in patients 
with type 1 and type 2 diabetes, placing type 1 diabetics in between non-diabetics and type 2 
diabetics. In addition, significant differences in periodontal disease indices, particularly in the 
rates of deep periodontal pockets, deep periodontal pocket sites, and upset tooth rates, were 
suggested in patients with diabetes mellitus.

研究分野： 歯周病学分野
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2型糖尿病と非糖尿病の歯周組織の状態の比較は多く報告されているが、日本における1型糖尿病の情報は少な
い。本研究を行ったことで1型・２型糖尿病患者の歯周組織の現状を把握し、歯周病治療，あるいは歯周病予防
を行うことで糖尿病や心血管疾患といった全身疾患の予防、QOL向上に寄与できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
血糖コントロール不良期間が長かった糖尿病患者に、しばしば重症歯周病を認めることは、古

くから知られていた。しかし近年、糖尿病臨床は治療の進歩・普及に伴い様相の変遷を認め、血
糖コントロール良好者は少なくなく、さらに生命予後も改善を認めている。しかし依然として非
糖尿病に比べて動脈硬化性疾患の発症率は２倍高く、平均寿命も 5-10 年短い。一方、歯周病は、
慢性バイオフイルム感染症で菌血症を伴い、咀嚼や食生活へ影響を及ぼし、生命・動脈硬化性疾
患（心血管疾患）の予後を不良化する原因の大きな一つになることが、報告されていた。従って、
糖尿病患者における現在の歯周病実態を大規模調査で行う重要性は極めて高い。この歯周病実
態へ及ぼす影響因子としては、血糖や血圧などの内科的管理のみならず、歯磨きや喫煙さらには
学歴や所得など生活面の関わりの考慮も必要である。これより歯周病実態が、糖尿病患者の生
命・心血管疾患の予後へどのように関与するか、歯周病の改善・悪化が生命・心血管疾患予後へ
関わり得るか、明らかにする必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的としては 1.糖尿病者と非糖尿病者における歯周病状態の比較検討 2.糖尿病者に

おいて，何が歯周病重症度へ寄与しているか 3.糖尿病者において歯周 病重症度が生命・心血管
疾患の予後へ影響を及ぼしうるかの 3 点について明らかにすることにより、糖尿病者において
歯周病重症度が生命・心血管疾患の予後へ影響を及ぼしうるかを調べることである。 
 
３．研究の方法 
全国臨床糖尿病学会の 29 施設と神奈川歯科大学附属病院歯周病科に来院した患者 3749 名（非

糖尿病 542 名、1 型糖尿病 106 名、2 型糖尿病 3,146 名）を対象とした。除外基準としては総義
歯使用患者（無歯顎者）や重篤な心疾患の既往・合併のある患者（重症不整脈，心不全，心筋症，
弁膜症，先天性心疾患など）、心血管再建術施行後，または脳血管障害発症後 6ヵ月以内の患者、
重篤な肝疾患または腎疾患や悪性腫瘍を合併している患者、手術を予定している患者、服薬状況
が不安定な患者、主治医が不適当と判断した患者、認知症患者等 ADL 低下患者とした。各施設か
ら紹介された歯科診療所または神奈川歯科大学附属病院歯周病科において、全顎 6 点法の歯周
ポケット深さ（PD）、歯単位のプロービング時出血（BOP）、プラークスコア（PCR）、歯の動揺、
現在歯数を診査した。各歯周病指標の 3群比較を行い、その後、目的変数を各歯周病指標、説明
変数を1型糖尿病ダミー、2型糖尿病ダミー、共変量を年齢と性別として重回帰分析を行なった。
また、重回帰モデルで 2 型糖尿病ダミーの代わりに非糖尿病ダミーを投入したモデルも作成し
検討した。 
 
４．研究成果 
（1）糖尿病、１型糖尿病および２型糖尿病の比較（表 1） 

歯周病指標での比較においては平均 PD、PD 4 mm 以上部位率、PCR、動揺歯率では非糖尿
病、1型糖尿病および 2型糖尿病の 3群間で有意差が見られ、1型糖尿病は、非糖尿病と
2 型糖尿病の中間に位置した。一方歯数は 3 郡間で有意差が認められ、１型糖尿病が 3
群の中で一番多い結果となった。 

 

 



（2）年齢、性別を共変量とした非糖尿病、1型糖尿病および 2型糖尿病の比較（表 2） 
重回帰分析では性別と年齢で調整すると、平均 PD、PD4 mm 以上部位率、PCR および動揺
歯率は、非糖尿病よりも 1 型糖尿病および 2 型糖尿病で有意に大きいが、1 型糖尿病と
2型糖尿病の間には有意差はなかった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このことより 1 型糖尿病患者は 2 型糖尿病患者と同程度の歯周病状態であり、非糖尿病の者よ
りも重度であることがわかった。 
以上の結果から 1 型・2 型糖尿病患者において、歯周病指標との有意な関連が示唆された。今

後当初予定していた高血圧、心血管疾患といった全身疾患や喫煙への影響についてさらなる検
討を行っていく。 
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